
①　事務事業評価

項目

評価者

【①実施状況評価】

令和4年度事業の成果・達成状況の記載内容を踏まえ、事務事業の総合的な実施状況に
ついて、以下の評価を行う。

１　年度当初の計画を上回って事業を実施できた
２　おおむね年度当初の計画通りに事業を実施できた
３　年度当初の計画に遅れが生じた
４　年度当初の計画を全く実施できなかった
―　特別な事情（※）により全く実施できなかった
（※）特別な事情とは新型コロナウイルス感染症や自然災害等を指します。
　　　特別な事情下でも工夫して事業が実施できた場合（例：会場開催を動画配信に
　　　切り替えた等）は「２　おおむね年度当初の計画通りに事業を実施できた」として扱う。

【②指標評価】
〇指標毎の評点
指標の目標値に対する実績値の割合に応じて、以下の点数を割り当て、複数指標がある
場合はそれを平均する。
※複数指標がある事業に「―」がある場合は、その指標を除いて平均する

〇指標の達成状況による評価
指標毎の評点の平均した数値（小数点以下を四捨五入）を以下の表に当てはめ、指標
評価とする。

【総合評価】
①、②の評価をクロスさせ、以下の評価とする。
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各事務事業担当課

内容

【第1段階】実施状
況評価及び指標
評価

【第２段階】総合
評価

100%以上 10点

70%以上 ７点

50%以上 ５点

50%未満 ３点

0% ０点

特別な事情による未実施 ー

10～8.0点以上 a ※指標を（概ね）達成している

8.0未満～5.0点以上 b ※指標を達成できていない 

5.0点未満 c ※指標を大幅に達成できていない

全ての指標が「－」 ー

1 2 3 4 ー

a S A B C

b A B C D

c B C D E

ー C ー

①実施状況評価

②指標評価



②施策の方向性ごとの評価（全体評価）

項目

評価者

〇各事務事業の総合評価を、それぞれ以下の表に基づいて点数化し、それを平均した
値（小数点以下は四捨五入する）を評点とし、施策の方向性ごとの評価の進捗状況を図る
目安とする。

※施策の方向性に含まれる事務事業の中に、総合評価が「―」となっている事務事業
　 が含まれる場合は、その事務事業を除いて平均する。

〇評点の決定方法の例

内容

生涯学習推進課

施策の方向性ご
との評価

事務事業総合評価結果 点数

S 10点

A ８点

B ６点

C ４点

D ２点

E ０点

事務事業総合評価結果 点数 計算 評点

事務事業A S 10

事務事業B C 4

事務事業C D 2

（10＋４＋２）÷
３＝5.33・・・ 5


